
１ 
 

 

 

令
和
五
年
十
月
二
十
日
提
出 

質

問

第

一

号 

       
 
 

遺
族
年
金
と
養
育
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

早

稲

田

ゆ

き 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

遺
族
年
金
と
養
育
費
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

被
保
険
者
が
離
婚
後
に
死
亡
し
た
場
合
、
子
が
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
生
計
維
持
関
係
、
生
計
同
一
関
係

が
認
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
お
り
、
そ
の
認
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日
付
年
金
局
長
通
知
「
生
計
維
持
関

係
等
の
認
定
基
準
及
び
認
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
〔
厚
生
年
金
保
険
法
〕
」
（
年
発
〇
三
二
三
第
一
号
）
（
以
下
「
局
長
通

知
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
日
本
年
金
機
構
が
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
養
育
費
の
支
払
い
や
親
子
交
流
の
有
無
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
養
育
費
は
現
在
七
割
以
上
が
受
け
取
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
国
を
挙
げ
て
養
育

費
受
領
率
向
上
の
達
成
目
標
値
を
掲
げ
、
推
進
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
に
つ
い
て
、
政
府
の
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
ま
た

政
府
の
見
解
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
答
弁
に
あ
た
っ
て
は
、
問
を
別
々
に
立
て
た
趣
旨
に
鑑
み
、
複
数
の
問
に
対
し

て
ま
と
め
て
答
弁
す
る
こ
と
な
く
、
一
問
一
問
に
つ
い
て
逐
一
答
弁
い
た
だ
き
た
い
。 

一 

遺
族
年
金
の
趣
旨
は
、
被
保
険
者
の
死
亡
に
よ
り
生
計
の
途
を
失
う
者
に
限
っ
て
給
付
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
の
側
に
生
計
維
持
・
生
計
同
一
関
係
の
証
明
を
求
め
る
こ
と
の
必
要
性
は
理
解
す
る
が
、
一
方
で
、
生
前
に
書
面
で
取
り

決
め
ら
れ
た
養
育
費
が
支
払
わ
れ
ず
、
多
く
の
場
合
母
親
が
ひ
と
り
親
で
苦
労
し
て
生
計
を
立
て
て
子
を
養
っ
て
き
た
こ
と

が
、
遺
族
年
金
に
お
い
て
は
、
逆
に
受
給
権
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
局
長
通
知
に
お
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い
て
「
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
生
計
維
持
関
係
（
同
じ
く
生
計
同
一
関
係
）
の
認
定
を
行
う
こ
と
が
実
態
と
著
し
く
懸
け
離

れ
た
も
の
と
な
り
、
か
つ
、
社
会
通
念
上
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
旨
が
あ
る
と
こ
ろ

の
、
「
社
会
通
念
上
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
と
な
る
場
合
」
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

二 

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日
の
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に
お
い
て
も
、
遺
族
年
金
制
度
を
子
ど
も
の
権
利
の
観
点
で
見

直
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
父
親
で
あ
る
被
保
険
者
の
、
取
り
決
め
ど
お
り

に
は
養
育
費
を
払
わ
な
い
と
い
う
、
生
前
の
非
倫
理
的
で
、
不
当
な
債
務
不
履
行
が
、
遺
族
年
金
の
受
給
結
果
に
反
映
さ
れ

て
し
ま
う
制
度
に
結
果
的
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
子
ど
も
の
権
利
の
観
点
か
ら
再
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

三 

そ
も
そ
も
生
計
維
持
・
生
計
同
一
関
係
を
、
養
育
費
未
払
い
や
親
子
交
流
の
有
無
等
の
ど
の
程
度
を
も
っ
て
認
定
す
る
の

か
が
、
局
長
通
知
に
基
づ
く
日
本
年
金
機
構
の
幅
広
い
裁
量
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
妥
当
な
の
か
。 

四 

も
し
被
保
険
者
の
相
続
人
か
ら
未
払
い
養
育
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
遺
族
年
金
の
生
計
維
持
・
生
計
同
一

関
係
の
認
定
に
影
響
は
あ
り
え
る
か
。 

五 

養
育
費
の
受
領
率
引
上
げ
の
国
策
と
の
整
合
性
を
考
え
れ
ば
、
遺
族
年
金
制
度
に
お
い
て
も
、
養
育
費
の
支
払
い
実
績
で



 

３ 

 

は
な
く
そ
の
確
定
債
権
を
も
と
に
生
計
維
持
関
係
を
認
定
す
る
と
い
う
方
針
を
法
令
上
明
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
四
に
つ

い
て
あ
り
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
確
定
債
権
を
も
と
に
生
計
維
持
関
係
を
認
め
る
こ
と
も
道
理
に
適
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。 

六 

遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
権
に
お
い
て
、
子
の
な
い
再
婚
相
手
と
前
妻
の
子
で
は
、
後
者
に
優
先
順
位
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
、
子
の
な
い
再
婚
相
手
が
被
保
険
者
に
よ
る
前
妻
の
子
に
対
す
る
養
育
費
の
未
払

い
を
助
長
せ
し
め
、
結
果
と
し
て
、
養
育
費
が
未
払
い
で
あ
る
前
妻
の
子
が
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
で
き
ず
に
、
被
保
険
者

の
債
務
不
履
行
を
手
伝
っ
た
再
婚
相
手
が
、
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
者
と
な
っ
て
し
ま
う
実
態
が
あ
る
こ
と
を
政
府
は
承
知

し
て
い
る
か
。
こ
れ
は
、
債
務
不
履
行
と
い
う
違
法
行
為
に
国
が
加
担
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
点
か
ら
も
養
育
費
の
支
払
い
実
績
で
は
な
く
確
定
債
権
を
も
と
に
生
計
維
持
関
係
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

七 

同
様
に
、
親
子
交
流
は
、
子
が
い
か
に
希
望
し
よ
う
と
も
、
お
お
む
ね
親
の
都
合
に
よ
り
実
現
す
る
の
が
実
態
で
あ
る
と

こ
ろ
、
親
子
交
流
の
有
無
や
回
数
を
、
生
計
維
持
・
生
計
同
一
関
係
の
認
定
の
勘
案
事
項
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
子

の
な
い
再
婚
相
手
が
被
保
険
者
に
よ
る
前
妻
の
子
と
の
親
子
交
流
の
断
絶
を
助
長
せ
し
め
る
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
従
っ
て
、
親
子
交
流
の
有
無
や
回
数
を
生
計
維
持
・
生
計
同
一
関
係
の
認
定
の
勘
案
事
項
か
ら
外
す
べ
き
で
は
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な
い
か
。 

八 
現
行
の
遺
族
年
金
制
度
に
お
け
る
以
下
の
三
つ
の
事
実
は
、
国
民
の
感
覚
か
ら
乖
離
し
、
社
会
通
念
上
妥
当
性
を
欠
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

１ 

前
妻
の
子
に
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
権
は
あ
る
が
、
再
婚
相
手
に
子
が
い
よ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
前
妻
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
限
り
支
給
停
止 

 

２ 

前
妻
の
子
に
は
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
権
も
あ
り
、
前
妻
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
も
支
給
さ
れ
る
が
、
再
婚
相
手
に
子
が

い
る
限
り
支
給
停
止 

 

３ 

前
妻
の
子
は
前
妻
が
亡
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
再
婚
相
手
に
子
が
い
る
限
り
、
遺
族
基
礎
年
金
も
、
遺
族
厚
生
年
金
も

支
給
停
止
の
ま
ま 

九 

遺
族
厚
生
年
金
は
、
歴
史
的
経
緯
と
し
て
基
本
的
に
配
偶
者
の
た
め
に
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
昭
和
六
十
年
改
正
で

厚
生
年
金
保
険
法
第
六
十
六
条
に
第
二
項
が
加
わ
り
、
子
の
な
い
配
偶
者
よ
り
、
子
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
一
方

で
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
ま
た
は
母
が
い
る
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
停
止
さ
れ
る
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
遺

族
基
礎
年
金
と
遺
族
厚
生
年
金
の
趣
旨
・
制
度
に
ね
じ
れ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
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